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　改選後初の議会が５月 18 日と 19 日の２日間開かれました。
議会では、議長及び副議長の選挙や委員会の委員の選出並びに
正副委員長の選挙などを行い、新議会の構成を決めました。
　議員からは河内長野市議会委員会条例についての発議案１件
が提出され、全会一致で可決されました。市長からは、監査委員
の選任など 9 件の議案が提出されました。これらはいずれも承
認（了承・同意）されました。

（議案等の概要は２頁、新たな議会構成は３頁及び８頁に掲載し
ています。） 河内長野市議会　議場

令和 4 年  5 月臨時会

■新議会がスタート　■正副議長など議会の新体制を決定

市議会HP

委 員 長
副委員長
委 員
委 員

橋 上 和 美
奥 井 良 一
奥 村 　 亮
丹 羽 　 実
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議案等の概要

委 員 会

各種委員会等への議会選出委員

一 部 事 務 組 合 議 会 派 遣 議 員

議案等に対する各議員の態度 ( 全会一致でない議案等の賛否）　
　全会一致でない議案等について、各議員の賛否を毎号掲載しています。
　令和４年５月臨時会では全議案等が全会一致であったため、今回は掲載していません。

議
長
・
副
議
長
就
任
挨
拶

　
私
た
ち
は
5
月
の
臨
時
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、議
員
各
位

に
よ
る
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
改
選
後
の
新
た
な
議
会
の
始
ま
り
の
年
に
大
役
を

拝
命
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
河
内
長
野
市
に
お
き
ま
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
、人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
、財
政
難
な
ど
、多
く
の
課
題
が
あ
り
、新

た
な
企
業
誘
致
や
若
者
の
雇
用
の
創
出
な
ど
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、議
員
一
同
、市
民
の
皆
様
か

ら
の
負
託
に
こ
た
え
、よ
り
身
近
で
、開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
、議
論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
決
機
関
と
し
て
、執
行
機
関
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
し
っ

か
り
と
果
た
し
、共
に
適
正
な
行
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、皆

様
の
期
待
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、固
い
決
意
で
誠
心
誠
意
努

め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
　
長

　
　
桂 
　
　
聖
副
議
長

　
　
駄
場
中
大
介

議案等
番　 号 件　　名 議決

結果 議案等の概要

選　挙 
第１号 議長の選挙について 当選 桂聖議員が議長に当選。

選　挙 
第２号 副議長の選挙について 当選 駄場中大介議員が副議長に当選。

選　挙 
第３号

南河内環境事業組合議会議員の選挙に
ついて 当選 堀川和彦議員、浦山宣之議員、丹羽実議員、土井昭議員が当選。

報　告 
第３号

専決処分報告について（河内長野市市税
条例の改正） 承認

（令和４年３月３１日専決処分）地方税法等の改正に伴い、本条例の改正を行ったも
の。主な内容として、固定資産税について、熱損失防止改修工事等を行った住宅に
係る特例措置の適用を受けようとする者が提出すべき申告書に関する規定を整備
する等。

報　告 
第４号

専決処分報告について（令和３年度河内
長野市一般会計補正予算） 承認

（令和４年３月３１日専決処分）令和３年度で事業完了が困難な子育て世帯臨時特
別給付金給付事業及び荒滝キャンプ場給水設備整備事業の２事業について、繰越
明許費の設定を行い、令和４年度において事業の完了を図るもの。

報　告 
第５号

令和４年度公益財団法人河内長野市勤労
者福祉サービスセンターの事業計画並び
に予算の報告について

了承
主な事業として、コロナ禍対策として、除菌シートの配布・ＰＣＲ検査補助等を実施
する。また、老後生活安定事業、余暇活動事業を実施及び自己啓発事業を計画す
る。予算は１，985万４千円。

報　告 
第６号

令和４年度公益財団法人河内長野市文化
振興財団の事業計画並びに予算の報告に
ついて

了承
主な事業として、文化会館の指定管理者として、円滑な管理運営を図り、これまで取
り組んできた文化振興事業を展開していくとともに、収益事業の実施を計画する。
予算は収入として２億９,510万４千円、支出として３億１，059万４千円。

報　告 
第７号

令和４年度公益財団法人河内長野市公園
緑化協会の事業計画並びに予算の報告に
ついて

了承 主な事業として、都市公園の指定管理者として、緑化推進総合事業、地域緑化促進
事業及び公園等利用促進事業等の実施を計画。予算は２億８，264万円。

報　告 
第８号

令和４年度三日市都市開発株式会社の事
業計画並びに予算の報告について 了承

安全で快適なビル管理業務や商業床の賃貸業務、駐車場及び駐輪場運営管理業
務等の事業を引き続き行い、再開発ビルの繁栄維持に努めるとともに、経営の安定
と効率化をより一層図る。予算は収益が２億970万７千円、費用が２億376万６千
円。

報　告 
第９号

令和４年度河内長野都市開発株式会社の
事業計画並びに予算の報告について 了承

商業床の賃貸業務、駐車場及び駐輪場運営管理業務等の事業を行い、再開発ビル
の繁栄維持に努めるとともに、経営の安定と効率化をより一層図る。予算は収益が
２億２，224万６千円、費用が２億１，952万６千円。

報　告 
第10号

令和４年度三日市町駅整備株式会社の事
業計画並びに予算の報告について 了承 三日市町駅における鉄道施設の貸付業務を行う。予算は収益が１，781万１千円、

費用が１，779万円。
議　案 

第34号 河内長野市監査委員の選任について 同意 議会選出監査委員の浦山宣之議員の任期満了に伴い、後任委員に橋上和美議員
を選任。

発議案 
第２号

河内長野市議会委員会条例の改正につい
て 可決 市議会議員選挙後において、会派構成の変更があったことに伴い、議会運営委員

会委員の定数を５名から４名に改正を行う。

議 会 覧一等者職役
議 長 桂 聖 副 議 長 駄 場 中 大 介 監 査 委 員 橋 上　 和 美

委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総 務 常 任 委 員 会 峯　 満 寿 人 大 原　 一 郎 西 田　 善 延 丹 羽　　 実
奥 井　 良 一 桂　　　 聖

都市環境・経済常任委員会 道 端　 俊 彦 工 藤　 敬 子 堀 川　 和 彦 三 島　 克 則
宮 本　　 哲 土 井　　 昭

福 祉 教 育 常 任 委 員 会 橋 上　 和 美 浦 山　 宣 之 吉 竹　 英 行 奥 村　　 亮
若 林　　 靖 駄 場 中 大 介

予 算 常 任 委 員 会 道 端　 俊 彦 浦 山　 宣 之 西 田　 善 延 奥 村　　 亮 丹 羽　　 実
工 藤　 敬 子 橋 上　 和 美 大 原　 一 郎

決 算 常 任 委 員 会 堀 川　 和 彦 三 島　 克 則 吉 竹　 英 行 奥 井　 良 一 土 井　　 昭
若 林　　 靖 宮 本　　 哲 峯　 満 寿 人

議 会 運 営 委 員 会 大 原　 一 郎 土 井　　 昭 宮 本　　 哲 峯　 満 寿 人

広 報 委 員 会 橋 上　 和 美 奥 井　 良 一 奥 村　　 亮 丹 羽　　 実

名　　称 派遣議員

南 河 内 環 境 事 業 組 合 議 会 議 員 堀 川　 和 彦 浦 山　 宣 之 丹 羽　　 実 土 井　　 昭

名　　称 派遣議員

河 内 長 野 市 都 市 計 画 審 議 会 桂　　　 聖 堀 川　 和 彦 大 原　 一 郎
工 藤　 敬 子 宮 本　　 哲 土 井　　 昭

河 内 長 野 市 国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 橋 上　 和 美 浦 山　 宣 之
河 内 長 野 市 青 少 年 問 題 協 議 会 吉 竹　 英 行 奥 村　　 亮 奥 井　 良 一
河 内 長 野 市 障 害 者 施 策 推 進 協 議 会 橋 上　 和 美
民 生 委 員 推 薦 会 橋 上　 和 美 浦 山　 宣 之

河 内 長 野 市 有 功 者 推 薦 審 議 会 桂　　　 聖 道 端　 俊 彦 三 島　 克 則
駄場中大介 丹 羽　　 実 土 井　　 昭

河 内 長 野 市 市 長 表 彰 審 査 会 桂　　　 聖 駄 場 中 大 介
河内長野市立休日急病診療所運営委員会 橋 上　 和 美 浦 山　 宣 之
河内長野市立学校給食センター運営委員会 橋 上　 和 美 浦 山　 宣 之
河 内 長 野 市 ラ ブ ホ テ ル 建 築 規 制 審 議 会 西 田　 善 延 宮 本　　 哲 大 原　 一 郎 桂　　　 聖
河 内 長 野 市 保 健 問 題 対 策 協 議 会 橋 上　 和 美 浦 山　 宣 之
河内長野市人権尊重のまちづくり審議会 峯　 満 寿 人 大 原　 一 郎
河内長野市・橋本市・五條市広域連携協議会 桂　　　 聖 奥 井　 良 一 丹 羽　　 実
河 内 長 野 ユ ー ス ホ ス テ ル 運 営 委 員 会 桂　　　 聖
河 川 を 美 し く す る 市 民 の 会 道 端　 俊 彦 峯　 満 寿 人
河 内 長 野 市 空 家 等 対 策 協 議 会 道 端　 俊 彦 工 藤　 敬 子
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① 自 民 党・市 民 ク ラ
ブ・無所属議員の会

②無所属
③都市環境・経済常

任委員会委員、決
算常任委員会委
員長

④美加の台7-22-5
⑤昭和33年10月19日
⑥62ー6178

00. あああ　ああ7. 堀
ほりかわ

川　和
かずひろ

彦
①日本共産党
②日本共産党
③副議長、福祉教育

常任委員会委員
④荘園町8-17
⑤昭和47年3月23日
⑥52ー2538

00. あああ　ああ11. 駄
だばなか

場中 大
だいすけ

介
①公明党
②公明党
③議会運営委員会委

員長、総務常任委
員会副委員長、予
算常任委員会委員

④喜多町643-3
⑤昭和32年1月3日
⑥63ー7610

00. あああ　ああ15. 大
おおはら

原　一
いちろう

郎

①大阪維新の会
②大阪維新の会
③監査委員、福祉教

育常任委員会委
員長、予算常任委
員会委員、広報委
員会委員長

④向野町114
⑤昭和37年1月24日
⑥52ー2028

00. あああ　ああ8. 橋
はしがみ

上　和
かずみ

美
①日本共産党
②日本共産党
③議会運営委員会委

員、都市環境・経
済常任委員会委
員、決算常任委員
会委員

④北青葉台37-11
⑤昭和30年1月4日
⑥65ー0747

00. あああ　ああ12. 宮
みやもと

本　　哲
さとし

①大阪維新の会
②大阪維新の会
③議会運営委員会

副委員長、都市環
境・経済常任委員
会委員、決算常任
委員会委員

④清見台1-14-1
⑤昭和30年4月24日
⑥65ー6508

00. あああ　ああ16. 土
どい

井　　昭
あきら

①会派に所属せず
②無所属 
③福祉教育常任委員

会委員、決算常任
委員会委員

④美加の台1-17-2
⑤昭和37年5月19日
⑥65ー6778

00. あああ　ああ4. 若
わかばやし

林　　靖
やすし

①大阪維新の会
②大阪維新の会
③総務常任委員会委

員、予算常任委員
会委員

④南花台3-2-13-203
⑤昭和46年1月3日
⑥090ー6052ー9111

00. あああ　ああ1. 西
にしだ

田　善
よしのぶ

延

①日本共産党
②日本共産党
③総務常任委員会委

員、予算常任委員
会委員、広報委員
会委員 

④旭ケ丘19-24
⑤昭和29年10月26日
⑥52ー5265

00. あああ　ああ13. 丹
にわ

羽　　実
みのる

①自民党・市民クラ
ブ・無所属議員の会

②自由民主党
③議会運営委員会委

員、総務常任委員
会委員長、決算常
任委員会委員

④天野町824
⑤昭和47年4月25日
⑥54ー2111

00. あああ　ああ17. 峯
みね

　満
ますと

寿人

①公明党
②公明党
③都市環境・経済常

任委員会委員、決
算常任委員会副
委員長 

④高向838-1
⑤昭和44年9月13日
⑥52ー6158

00. あああ　ああ14. 三
みしま

島　克
かつのり

則
①自民党・市民クラ

ブ・無所属議員の会
②無所属
③議長、総務常任委

員会委員
④本町11-12
⑤昭和32年4月8日
⑥52ー2152

00. あああ　ああ18.桂
かつら

　　　聖
まさと

①公明党
②公明党
③総務常任委員会委

員、決算常任委員
会委員、広報委員
会副委員長

④松ケ丘西町1541-12
⑤昭和49年6月23日
⑥56ー2395

00. あああ　ああ9. 奥
おくい

井　良
りょういち

一
① 自 民 党・市 民 ク ラ

ブ・無所属議員の会
②自由民主党
③福祉教育常任委員

会委員、予算常任
委員会委員、広報
委員会委員

④南花台8-17-1-304
⑤昭和55年8月27日
⑥62ー4151

00. あああ　ああ5.奥
おくむら

村　　亮
りょう

①大阪維新の会
②大阪維新の会
③福祉教育常任委員

会委員、決算常任
委員会委員

④南青葉台29-3
⑤昭和39年4月10日
⑥63ー9174

00. あああ　ああ2. 吉
よしたけ

竹　英
ひでゆき

行

①公明党
②公明党
③福祉教育常任委員

会副委員長、予算
常任委員会副委
員長

④加賀田1-7
⑤昭和43年1月5日
⑥63ー4928

00. あああ　ああ10. 浦
うらやま

山　宣
のぶゆき

之
① 自 民 党・市 民 ク ラ

ブ・無所属議員の会
②自由民主党
③都市環境・経済常

任委員会委員長、
予算常任委員会
委員長 

④木戸西町1-8-53
⑤昭和38年3月25日
⑥050ー5307ー4308

00. あああ　ああ6. 道
みちばた

端　俊
としひこ

彦
①会派に所属せず
②無所属 
③都市環境・経済常

任委員会副委員
長、予算常任委員
会委員 

④南花台1-16-29
⑤昭和50年12月25日
⑥21ー1287

00. あああ　ああ3. 工
くどう

藤　敬
けいこ

子

新議員の紹介新議員の紹介
（議席順）

①所属会派
②所属政党
③所属の委員会等

④住所
⑤生年月日
⑥電話番号（自宅）

虚礼廃止を
申し合わせています
　公職選挙法では、議員など公職に
ある者の寄付行為が禁止され、明る
く清潔な選挙が行われることをめ
ざしています。
　今後も公職選挙法を守り、申し合
わせ事項の遵守に努めますので、市
民の皆様のより一層のご協力、ご理
解をお願いします。

金のかからない政治の実現と
選挙の公正の確保のために

後援団体の
寄附の禁止

政治家の祭り
などへの
寄附の禁止

あいさつを
目的とする
有料広告の禁止

政治家に対する
寄附の勧誘・
要求の禁止

年賀状等の
あいさつ状の禁止

議員個人の香典・弔電を自粛



67

令和4年7月1日   第256号

駄
場
中
　
大
介
　

宮
本
　
哲

丹
羽
　
実

　
日
頃
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
始
ま
り
３
カ
月
。多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、本
当
に
許
せ
ま
せ
ん
。「
侵
略
や
め
よ
。国
連

憲
章
を
守
れ
」こ
の
一
点
で
世
界
中
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
い
ま
、食
材
や
燃
料
費
な
ど
物
価
高
の
上
、賃
金
は
上
が
ら
ず
、

年
金
は
下
が
る
一
方
で
す
。こ
れ
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
だ
け
で
は

な
く
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
異
常
円
安
を
作
り
出
し
た
政
治
の
責
任

で
す
。日
本
共
産
党
は
、国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、消
費
税
を

５
％
へ
緊
急
減
税
を
行
な
う
な
ど
五
つ
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
続
く
河
内
長
野
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
、大
阪
都
構

想
の
よ
う
な
一
極
集
中
型
経
済
で
は
な
く
、地
域
の
中
で
働
き
、

消
費
し
、子
育
て
を
す
る
地
域
循
環
型
の
経
済
が
必
要
で
す
。日

本
共
産
党
は
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
声
を
力
に
、自
校
方

式
に
よ
る
中
学
校
全
員
給
食
の
実
現
、ご
み
の
戸
別
収
集
へ
の

具
体
化
、地
域
に
応
じ
た
移
動
支
援
な
ど
市
民
の
く
ら
し
を
守

り
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
進
め
ま
す
。引
き
つ
づ
き
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奥

村

 

亮

 

道

端

俊

彦

堀

川

和

彦

 

峯

 

満
寿
人

桂

　

 

聖

　
市
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
市
政
に
対
し
、深
い
ご
理
解
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
際
社
会
に
お
け
る
変
化
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、中
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
よ
り
、我
が
国
の
経
済
、食
料
、安
全
保
障
や
そ
の
他
各

方
面
に
お
い
て
大
き
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、少
子
高
齢
化
に
伴
う
様
々
な
課
題
が
山
積
し
、正

に
政
治
力
の
真
価
が
問
わ
れ
ま
す
。本
市
に
お
い
て
も
、前
述
の

課
題
に
よ
り
、財
政
基
盤
が
弱
体
化
し
て
い
る
状
況
で
、産
業
用

地
創
出
等
の
基
盤
整
備
の
他
、政
策
の
選
択
と
集
中
が
強
く
求
め

ら
れ
ま
す
。こ
の
事
か
ら
、改
選
前
の
少
人
数
の
会
派
構
成
か
ら
、

志
を
同
じ
く
す
る
議
員
に
よ
り
我
が
会
派
を
結
成
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
責
任
を
自
覚
し
、市
民

の
皆
様
の
声
を
基
に
、本
市
に
お
け
る
地
域
創
生
・
活
性
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奥

井

良

一

 

浦

山

宣

之

三

島

克

則

 

大

原

一

郎

　

市
議
会
公
明
党
は
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

1
名
の
新
人
を
含
む
4
名
全
員
が
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
公
約
に
掲
げ
た
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
物
価

高
騰
等
に
よ
り
疲
弊
し
た
市
民
生
活
の
き
め
細
か
な
支
援
、全

庁
挙
げ
て
市
民
と
取
り
組
む
地
域
共
生
社
会
の
構
築
、子
育
て

世
代
の
空
き
家
へ
の
転
入
策
の
充
実
や
公
共
交
通
空
白
地
域
の

解
消
、高
齢
者
等
の
移
動
支
援
策
、20
年
以
上
の
経
験
を
持
つ

I
C
T
情
報
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
、食
品
ロ
ス
や
教
員
の
負

担
を
軽
減
し
た
中
学
校
全
員
給
食
の
実
施
、子
ど
も
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
の
拡
大
、公
明
党
と
連
携
し
て
取
得
し
た
3
つ
の

日
本
遺
産
認
定
の
有
効
活
用
、大
阪
・
関
西
万
博
に
絡
む
農
福
連

携
事
業
の
実
現
な
ど
公
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、

皆
様
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
議
会
公
明
党
は「
大
衆
と
と
も
に
」の
立
党
精

神
の
ま
ま
、徹
し
て
市
民
に
寄
り
添
い
要
望
・
意
見
・
苦
情
等
に

耳
を
傾
け
る
議
員
活
動
を
貫
き
ま
す
。

西

田

善

延

 

吉

竹

英

行

橋

上

和

美

 

土

井

 
昭

　

市
民
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
市
政
に
対
し
て
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
会
派
大
阪
維
新
の
会
は
、先
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
公
認
候
補
全
員
の
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、市
民
目
線
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な
活
動
を

す
る
と
と
も
に
、自
立
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、本
市
に
お
い
て
は
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
に
伴
っ
て
、地
域
経
済
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、真
の
改
革
を
進
め
、ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
で
あ
る

市
民
の
皆
様
が
、住
み
続
け
た
い
、住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
河
内
長
野
市
の
輝
け
る
未
来
を
創
造
す
る
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
、会
派
大
阪
維
新
の
会
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会派会派のの抱負抱負とと決意決意新議会新議会ににかけるかける
日
本
共
産
党

公
明
党

自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・

無
所
属
議
員
の
会

大
阪
維
新
の
会



 5 月 13 日 会派代表者会議
 16 日 会派代表者会議
 17 日 会派代表者会議
 18 日 本会議
  議会運営委員会
  総務常任委員会
  都市環境・経済常任委員会
  福祉教育常任委員会
  予算常任委員会
  決算常任委員会
  広報委員会
  各派幹事長会議
 19 日 本会議
6 月 3 日 全員協議会
  各派幹事長会議
 6 日 議会運営委員会
  各派幹事長会議
 13 日 本会議
  広報委員会

○幹事長

議会日誌（令和4年5月〜）

会 派 構 成会議の流れ

議員集合写真

河内長野市議会の定例会（定期的に開く会議）は、3月、
6月、9月、12月に開かれます。開会から閉会までの議
事は、おおよそ次のような順序で進められています。

招 集 …�市長が行います。

会 期 …�開会から閉会までの期間。

議 案 …�議会で議決を要するすべて
の案件。

一 般 質 問 …�議案を含め市政全般につい
て市長など執行機関の考
え、方針を質問すること。

委員会付託 …�議案などを専門的かつ詳細
に審査するため担当の委員
会に任すこと。

委員会審査 …�本会議ですべての議案を詳
細に審議することは効率的
でないため、いくつかの「委
員会」に分かれて予備的・専
門的に詳しく調べること。

委員長報告 …�委員会での審査の経過や
結果を本会議で報告するこ
と。

討 論 …�議案などについて、賛成・反
対の意見を述べ賛同を求め
ること。

採 決 …�議案などについて、賛否の
意思を諮ること。

招　　集

開 会

委員長報告

会 期 決 定

討 論

議 案 上 程

採 決

議 案 説 明

閉 会

一 般 質 問

委員会付託

委員会審査

本
会
議

本
会
議

自民党・市民クラブ・無所属議員の会
奥村　亮 　堀川　和彦 　　桂　聖
道端　俊彦 ○峯　満寿人

公明党
奥井　良一 　 三島　克則
浦山　宣之 ○大原　一郎

大阪維新の会
西田　 善延 橋上　和美
吉竹　英行 ○土井　昭

日本共産党
駄場中　大介 　 丹羽　実

○宮本　哲

会派に属さない議員
工藤　敬子 　 若林　靖

状況により、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、
間隔をあけて着席していただくため、傍聴の座席数を減らすこと
がありますのでご理解いただきますようよろしくお願いします。

市議会だよりは4万8千部作成し、1部あたりの単価は14円3銭です。


